
令和８年10月30日　金曜日           
第740号1 増刊①

令
和
八
年
十
月
三
十
日

第
七
百
四
十
号

増

刊

①

　
　
　
　

規

則
（
第
五
十
四
号
）

○
福
岡
県
森
林
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則　
　
　

（
農
山
漁
村
振
興
課
）
…
…
…
…
…
一

　
　
　
　

告

示
（
第
六
百
五
十
一
号
）

○
証
紙
代
金
収
納
計
器
取
扱
人
指
定
事
項
の
変
更
に
つ
い
て　
　
　

（
税　

務　

課
）
…
…
…
…
…
四

　
　
　
　

訓

令
（
第
二
十
八
号
）

○
福
岡
県
職
員
被
服
貸
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令　
　

（
総
務
事
務
厚
生
課
）
…
…
…
…
…
四

　
　
　
　
教
育
委
員
会

○
福
岡
県
教
育
委
員
会
事
務
局
等
職
員
被
服
貸
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
教
育
庁
教
職
員
課
）
…
…
…
…
…
四

　
　
　
　
再
　
　
　
掲

○
福
岡
県
議
会
議
員
政
治
倫
理
宣
誓
書
規
程
を
定
め
る
告
示
（
議
会
事
務
局
総
務
課
）
…
…
…
…
…
五

　

福
岡
県
森
林
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
八
年
十
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

服
部　

誠
太
郎　
　

福
岡
県
規
則
第
五
十
四
号

　
　
　

福
岡
県
森
林
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
森
林
法
施
行
細
則
（
平
成
十
二
年
福
岡
県
規
則
第
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

　

別
表
第
一
の
１
中
⑼
を
⑽
と
し
、
⑻
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⑼　
森
林
法
第

10条
の
３
第
１
項
に
関
す
る
誓
約
書

（様
式
第

17号

）

　

別
表
第
三
５
の
項
中
「様

式
第

17号

」
を
「様

式
第

18号

」
に
改
め
、
同
表
８
の
項
中
「様

式
第

18

号
の
１

」
を
「
様
式
第19号
の
１

」
に
改
め
、
同
表
９
の
項
中
「様

式
第

19号

」
を
「様

式
第

20号

」

に
、
「様

式
第

20号

」
を
「様

式
第

21号

」
に
改
め
る
。

　

別
表
第
四
１
の
項
中
「様

式
第

17号

」
を
「様

式
第

18号

」
に
改
め
、
同
表
４
の
項
中
「様

式
第

18

号
の
２

」
を
「様

式
第

19号
の
２

」
に
改
め
、
同
表
５
の
項
中
「様

式
第

19号

」
を
「様

式
第

20号

」

に
改
め
る
。

　

様
式
第
十
五
号
中

「②
宅

地
造

成
工

事
規

制
区

域
　

③
砂

利
指

定
地

（
山

腹
、

河
川

）
　

④
風

致
地

区
⑤

国
定

公
園

、
県

立
自

然
公

園
　

⑥
地

す
べ

り
防

止
区

域
　

⑦
急

傾
斜

地
崩

壊
危

険
区

域
⑧

農
振

法
他

用
途

区
域

　
⑨

農
振

法
農

用
地

区
域

　
⑩

農
地

法
転

用
許

可
⑪

環
境

保
全

条
例

開
発

許
可

　
⑫

特
別

緑
地

保
全

地
区

　
⑬

文
化

財
⑭

国
有

財
産

（
里

道
、

水
路

）
　

⑮
採

石
法

　
⑯

砂
利

採
取

法
　

⑰
廃

棄
物

処
理

法
⑱

そ
の

他
の

法
令

規
制

 （
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

」
を

「②
宅

地
造

成
等

工
事

規
制

区
域

　
③

砂
防

指
定

地
（

山
腹

、
河

川
）

　
④

風
致

地
区

⑤
国

定
公

園
、

県
立

自
然

公
園

　
⑥

地
す

べ
り

防
止

区
域

　
⑦

急
傾

斜
地

崩
壊

危
険

区
域

⑧
農

振
法

他
用

途
区

域
　

⑨
農

振
法

農
用

地
区

域
　

⑩
農

地
法

転
用

許
可

⑪
環

境
保

全
条

例
開

発
許

可
　

⑫
特

別
緑

地
保

全
地

区
　

⑬
国

有
財

産
（

里
道

、
水

路
）

⑭
文

化
財

　
⑮

採
石

法
　

⑯
砂

利
採

取
法

　
⑰

廃
棄

物
処

理
法

　
⑱

盛
土

規
制

法
⑲

そ
の

他
の

法
令

規
制

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

」
に
、

「排水計画

排
　

水
　

先
（

河
 川

 名
）

水
利

権
の

有
無

有
・

無

排
　

水
　

方
　

法
調

節
池

設
置

調
 節

 量
 等

」
を

「排水計画

排
　

水
　

先
（

河
 川

 名
）

水
利

権
の

有
無

有
・

無

排
　

水
　

方
　

法
調

節
池

設
置

調
 節

 量
 等

防
 火

 施
 設

 の
維

 持
 管

 理
 の

 方
 法

」
に
改

め
る
。

目

次
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様
式
第
二
十
号
を
様
式
第
二
十
一
号
と
し
、
様
式
第
十
九
号
を
様
式
第
二
十
号
と
し
、
様
式
第
十
八

号
の
二
を
様
式
第
十
九
号
の
二
と
し
、
様
式
第
十
八
号
の
一
を
様
式
第
十
九
号
の
一
と
し
、
様
式
第
十

七
号
を
様
式
第
十
八
号
と
し
、
様
式
第
十
六
号
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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様式第17号（第２条関係）

年　　　月　　　日

　福　岡　県　知　事　　　殿

　　　　申　請　者

住　所

　 氏　名

記

１　以下のいずれかに該当します。（該当するものを〇で囲んでください。）

・森林法第１０条の３第１項の規定による開発行為の中止命令又は復旧に必要な行為をすべき旨の

命令を福岡県及び他都道府県において受けていない。

・森林法第１０条の３第１項の規定による開発行為の中止命令又は復旧に必要な行為をすべき旨の

命令を福岡県又は他都道府県において受けているが、命令に従っている。

２　以下の開発について命令を受けています。（命令を受けている場合、記載）

・許可番号

・開発行為地

都道府県知事は、森林の有する公益的機能を維持するために必要があると認めるときは、前条第

１項の規定に違反した者若しくは同項の許可に付した同条第４項の条件に違反して開発行為をし

た者又は偽りその他の不正な手段により同条第１項の許可を受けて開発行為をした者に対し、そ

の開発行為の中止を命じ、又は期間を定めて復旧に必要な行為をすべき旨を命ずることができる。

森林法第１０条の３第１項に関する誓約書

私 は 下 記 の と お り 誓 約 し 、 ま た 今 後 も 森 林 法 を 遵 守 す る こ と を 誓 約 し ま す 。

　（森林法第１０条の３第１項）

法人にあっては、名称及び

代表者の氏名

（記名押印又は署名）
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附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

改
正
後
の
福
岡
県
森
林
法
施
行
細
則
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
以
後
に
行
う
林
地
開
発

の
許
可
の
申
請
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
行
う
申
請
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３　

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
修
正

を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

福
岡
県
告
示
第
六
百
五
十
一
号

　

福
岡
県
証
紙
代
金
収
納
計
器
取
扱
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
福
岡
県
規
則
第
三
十
四
号
）
第
五
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
証
紙
代
金
収
納
計
器
取
扱
人
の
指
定
事
項
を
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

令
和
八
年
十
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

服
部　

誠
太
郎　
　

新
旧
事
項

証
紙
代
金
収
納
計
器
の
設
置
場
所

指
定
事
項
変
更
年
月
日

新
事
項

福
岡
市
東
区
み
な
と
香
椎
四
丁
目
三
番
一
五
号

九
州
陸
運
協
会
福
岡
支
部
会
館
内

令
和
八
年
十
月
十
三
日

旧
事
項

福
岡
市
東
区
千
早
三
丁
目
十
番
四
十
号

九
州
運
輸
局
福
岡
運
輸
支
局
構
内

　

福
岡
県
訓
令
第
二
十
八
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本　
　

庁　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
先
機
関　
　

　

福
岡
県
職
員
被
服
貸
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
八
年
十
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

服
部　

誠
太
郎　
　

　
　
　

福
岡
県
職
員
被
服
貸
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

福
岡
県
職
員
被
服
貸
与
規
程
（
昭
和
三
十
七
年
二
月
福
岡
県
訓
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

　

別
表
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

備
考　
４
の
項
か
ら
６
の
項
ま
で

、
９
の
項

、
11の
項

、
20の
項
か
ら

23の
項
ま
で

、
25の
項

、
26

の
項

、
29の
項
か
ら

31の
項
ま
で

、
33の
項
又
は

34の
項
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
職
員
で
あ
つ

て
、
１
日
に
４
時
間
以
上
又
は
継
続
し
て
１
時
間
以
上
か
つ
１
週
に
３
日
以
上

、
屋
外
等
の
空
調

の
無
い
環
境
下
で
の
勤
務
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
は

、
作
業
服

（上

）
（夏

）の
う
ち
１
着
を

フ
ァ
ン
付
き
作
業
服

（上

）
（夏

）に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る

。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
令
和
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
二
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本　
　

庁　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
先
機
関　
　

　

福
岡
県
教
育
委
員
会
事
務
局
等
職
員
被
服
貸
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

　
　

令
和
八
年
十
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
教
育
委
員
会
教
育
長　
　

寺　

崎　

雅　

巳　
　

　
　
　

福
岡
県
教
育
委
員
会
事
務
局
等
職
員
被
服
貸
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

福
岡
県
教
育
委
員
会
事
務
局
等
職
員
被
服
貸
与
規
程
（
昭
和
三
十
七
年
八
月
福
岡
県
教
育
委
員
会
教

育
長
訓
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

備
考　
３
の
項

、
５
の
項

、
９
の
項

、
10の
項
又
は

11の
項
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
職
員
で
あ
つ

て
、
１
日
に
４
時
間
以
上
又
は
継
続
し
て
１
時
間
以
上
か
つ
１
週
に
３
日
以
上

、
屋
外
等
の
空
調

の
無
い
環
境
下
で
の
勤
務
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
は

、
作
業
服

（上

）
（夏

）の
う
ち
１
着
を

フ
ァ
ン
付
き
作
業
服

（上

）
（夏

）に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る

。

　
　
　

附
　
則

教
育
委
員
会
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こ
の
訓
令
は
、
令
和
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
条
例
の
公
布
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
四
条
に
お

い
て
準
用
す
る
同
条
例
第
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
掲
示
し
た
も
の
を
、
こ
こ
に
再
掲
す

る
。

　

福
岡
県
議
会
告
示
第
四
号

　

福
岡
県
議
会
議
員
政
治
倫
理
宣
誓
書
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
議
会
議
長　
　

大　

島　

道　

人　
　

　
　
　

福
岡
県
議
会
議
員
政
治
倫
理
宣
誓
書
規
程

　

（
趣
旨
）

第
一
条　

こ
の
規
程
は
、
福
岡
県
議
会
議
員
の
政
治
倫
理
に
関
す
る
条
例
（
令
和
八
年
福
岡
県
条
例
第

五
十
四
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
議
員
が
提
出
す
る
宣
誓
書
の

様
式
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　

（
宣
誓
書
の
様
式
）

第
二
条　

条
例
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
議
員
が
提
出
す
る
宣
誓
書
は
、
別
記
様
式
に
よ
る
も
の
と
す
る

。

　
　
　

附
　
則

１　

こ
の
告
示
は
、
条
例
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２　

条
例
附
則
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
宣
誓
書
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
別
記
様
式
に
よ
る
も

の
と
す
る
。



令和８年10月30日　金曜日 6第740号 増刊①

別記様式（第２条関係）

宣 誓 書

私は、県民の代表として県政に携わる権能と責務を有することを

深く自覚し、福岡県議会議員の政治倫理に関する条例に規定する政

治倫理基準を遵守して、議員としての資質と政治倫理の向上に努

政治倫理に関し政治的又は道義的な批判を受けたときは、真摯

誠実に事実を解明し、その責任を進んで明確にすることを誓い

また、議員でなくなった後においても、議員在職中の行為につい

て政治的又は道義的な批判を受けたときは、真摯かつ誠実に事実を

解明するよう努めることを誓います。

年 月 日

福岡県議会議員

福岡県議会議長 殿

（注）氏名は自署すること。

め、

かつ

ます。


